
○岡田議長 次に、稲田議員。

〔稲田議員質問席へ〕

○稲 田議 員 ３ 番目 で ござい ます が、 蒼生会 、稲 田でご ざい ます。

早速質問に入りたいと思います。

教 育環 境の充 実に つ いてと いう こと で、最 初が 、特別 教室 及び

体育館へのエアコン設置についてをお尋ねいたします。

さき の ９月 定例 会 で、 設置 に 向けて の 動き につ い て答弁 が ござ

いましたが、確認として、その時点での見解をお尋ねします。

○岡田議長 浦林教育長。

○浦 林教 育長 特別 教 室と体 育館 への エアコ ン設 置につ いて のこ

れま での 見解に つい て のお尋 ねで ござ います 。近 年のよ うに 猛暑

が続 く中 、児童 生徒 の 教育環 境の 改善 に加え て、 災害時 にお ける

避難 所と しての 環境 整 備の観 点か ら、 エアコ ンが 未整備 の特 別教

室や 学校 体育館 への エ アコン の導 入は 必要な こと と考え てお りま

す。 この ため、 特別 教 室につ きま して は、教 育施 策全体 の中 で多

くの 課題 がある 中で 、 優先度 を勘 案し ながら 整備 を進め 、体 育館

につ きま しては 、今 後 新設ま たは 改築 を行う もの は、順 次エ アコ

ンを 整備 してい く方 針 を示し てい ると ころで ござ います 。ま た、

当面 改築 の予定 がな い 既存の 体育 館に つきま して も同様 に、 優先

度を 総合 的に勘 案し な がら、 エア コン の整備 につ なげた い、 この

ような見解を示してきたところでございます。

○岡田議長 稲田議員。

○稲 田議 員 今 、１ ２ 月を迎 えて おり ます。 この 件は、 市と して

大き な課 題であ ると 考 えられ ます こと から、 市長 にお尋 ねい たし

ます 。９ 月定例 会か ら 今日ま で、 どう いった 検討 がなさ れた のか



をお尋ねします。

○岡田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 特 別教 室 につき まし ては 、エア コン 整備に 係る 概算

の費 用の 算出や 活用 可 能な財 源の 検討 を行い ます ととも に、 学校

への 使用 状況調 査を 行 ってお りま して 、優先 的に 整備が 必要 な教

室の精査を進めているところでございます。

学 校体 育館に つき ま しては 、断 熱改 修を含 むエ アコン 整備 の概

算費 用の 算出で すと か 、ある いは 機器 の能力 やエ ネルギ ー源 の比

較や 試算 などを 行い な がら、 学校 の体 育館へ の整 備に向 けた 検討

をし てお ります 。し か しなが ら、 全て の学校 体育 館にエ アコ ンを

整備 する には相 当の 期 間を要 する とい うこと はも う明ら かで あり

ます ので 、当面 の対 応 策とし て、 速や かに導 入で きるス ポッ トク

ーラーによる暑さ対策、これも同時に検討をしております。

こ れら は、い ずれ も 整備の ため の財 源確保 が大 きな課 題と なり

ます ので 、引き 続き 国 や県に 対し まし て、空 調設 備整備 臨時 特例

交付 金で すとか 、あ る いは緊 急防 災・ 減災事 業債 などの 財源 のさ

らな る拡 充や継 続を 要 望しな がら 検討 を行っ てま いりた いと 考え

ております。

○岡田議長 稲田議員。

○稲 田議 員 よ り具 体 的な答 弁内 容だ ったと 思い ますが 、こ れか

ら検 討す るとい う結 び でござ いま した が、改 めて エアコ ン整 備の

具体的な方向性をいつ示される予定なのかをお尋ねします。

○岡田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 具 体的 な 方向性 につ きま しては 、先 ほど申 し上 げた

よう な検 討につ きま し て、そ の結 果を まとめ た上 で、今 年度 中に



は整 備内 容やあ るい は 整備時 期な ど、 具体的 なも のをお 示し でき

るように努力してまいります。

○岡田議長 稲田議員。

○稲 田議 員 今 の内 容 を私な りに 理解 いたし ます と、今 年度 中、

すな わち 来年の ３月 の 、要は 令和 ８年 度の当 初予 算に向 けて の予

算に 具体 的に上 がっ て くるの だろ うと 、それ を心 待ちに した いと

思います。そのように認識させていただきました。

で は、 次でご ざい ま す。米 子市 中学 校ふる さと 教育発 表会 とシ

ティ ズン シップ 教育 に ついて 伺っ てま いりま す。 去る１ １月 １０

日、 米子 市公会 堂に お いて、 新米 子市 発足２ ０周 年記念 事業 「よ

なご 未来 創造～ 米子 市 中学校 ふる さと 教育発 表会 ～」が 開催 され

まし た。 非常に 有意 義 な発表 の数 々で 、最後 に、 ３人の 方が 述べ

られ た熱 の籠も った 講 評がそ れを 物語 ってい たの だと思 った 次第

です 。私 も聴講 させ て いただ きま した 。発表 の中 には、 人口 減少

への 課題 認識で あっ た り、前 例踏 襲を 否定す る姿 勢であ った り、

ある いは いかに 資金 を 捻出す るか とい う想像 以上 の言葉 が並 びま

した 。そ れらか ら秀 逸 だと私 が思 った もので すか ら、お 許し をい

ただ きま したの で、 ２ つ取り 上げ て、 ここで お尋 ねして いき たい

と思います。

最 初に 、加茂 中学 校 発表の まち かど 給水器 です 。私が 認識 した

概要 とし ては、 米子 市 の水を アピ ール したい とい うもの で、 その

名の とお り、街 角に 米 子市の 水道 水を 提供す る給 水器を 設置 する

もの で、 主に米 子市 を 訪れた 観光 客へ 向けて 特別 感を抱 いて もら

うと いっ たもの です 。 水道水 の質 の高 さを誇 る米 子市と して は、

そう いっ た付加 価値 を 再認識 し、 要は 地元の 人々 だけで なく 、広



く米 子市 を宣伝 する 格 好の材 料で ある と思う とこ ろです 。具 体的

には 、観 光資源 とし て 、例え ば駅 や空 港や観 光施 設に設 置し ても

有効ではないかと考えられますが、見解をお尋ねします。

○岡田議長 下関上下水道局長。

○下 関上 下水道 局長 上下水 道局 では 、ペッ トボ トルの よな ごの

水を 製造 、販売 して お ります ほか 、市 内に水 飲み 場を２ か所 設置

いた しま して、 蛇口 の 水のお いし さを ＰＲし てい るとこ ろで ござ

いま す。 本市の ブラ ン ドイメ ージ 向上 の観点 から 、地域 資源 であ

る米 子の 水道水 の価 値 を積極 的に 発信 してい くこ とは重 要な こと

だと考えております。

お 尋ね の新た な給 水 所、給 水器 の設 置につ いて は、現 在の とこ

ろ考 えて はおり ませ ん が、引 き続 き既 存の水 飲み 場の活 用や イベ

ント 、広 報紙な どで の ＰＲ活 動を 通じ まして 、本 市の水 道水 のす

ばらしさを発信してまいりたいと考えております。

○岡田議長 稲田議員。

○稲 田議 員 で きた ら 設置し てほ しい んです が。 これ、 観光 施策

とし ても 先ほど 質問 し ており ます ので 、観光 施策 として はど のよ

うに捉えるのかをお尋ねいたします。

○岡田議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 これま で各 種観 光イベ ント におき まし て、

ペッ トボ トルの よな ご の水を 配布 し、 好評を いた だいて いる とこ

ろで ござ います 。観 光 施設に 新た な給 水器と いう のは、 上下 水道

局と 同じ で、設 置す る 考えは 私ど もも 現在は 持っ ており ませ んが、

引き 続き 本市の 観光 Ｐ Ｒの中 で、 よな ごの水 の活 用をし てい きた

いというふうに考えてございます。以上です。



○岡田議長 稲田議員。

○稲 田議 員 何 か断 ら れてし まっ たよ うな感 じで あれで すが 、次

行きます。

次 に、 福生中 学校 の 移動式 学習 スペ ースに つい てを取 り上 げま

す。 私が 認識し た概 要 として は、 学力 向上に 向け て何が 必要 かと

いう もの で、鳥 取県 の 学力が 低い ので はない か、 その背 景と して、

集中 力の 欠如や 学習 時 間が少 ない こと が考え られ 、その ため 、集

中し て学 習時間 を担 保 する必 要が あり 、具体 的に は学習 する ため

の場 所、 学校で も自 宅 でも塾 でも ない 、第四 の環 境とし て移 動式

学 習 ス ペ ー ス の 設 置 を 望 む も の で し た 。 発 表 の 中 に は 、 Ｋ Ｉ Ｐ

（キ ップ ）、ア ルフ ァ ベット でＫ ＩＰ なんで すが 、これ はナ レッ

ジ ・ イ ズ ・ パ ワ ー 、 知 は 力 な り 、 １ ６ 世 紀 の 哲 学 者 、 フ ラ ン シ

ス・ ベー コンの 言葉 な んです が、 これ が強く 根底 にあり まし た。

私も 高校 生にな って 初 めて聞 くよ うな ことを 中学 生がど んと 言わ

れる と、 とても 勉強 し てらっ しゃ ると いうか 、さ とい方 だな と思

いま した 。今す ぐに そ ういっ た学 習ス ペース の設 置とは いか ない

まで も、 そうい った 要 望があ るの なら ば、何 か知 恵を絞 って 、そ

のよ うな 環境の 提供 に 努める べき では ないか と考 えられ ます が、

見解をお尋ねします。

○岡田議長 浦林教育長。

○浦 林教 育長 初め に 、誤解 がな いよ うに話 して おきた いと 思い

ます が、 鳥取県 の学 力 という のは 、生 徒の発 表の とおり でし たけ

れど も、 米子市 は、 ま だまだ 課題 はあ ります けれ ども、 全国 平均

並み の辺 りはい って お ります ので 、こ れは御 理解 をいた だけ たら

と思います。



さ て、 中学生 の新 た な学習 環境 の提 供につ いて どう考 える かと

のお 尋ね でござ いま す 。今回 、中 学生 が、自 分た ちにと って 身近

な学 力に 関心を 持ち 、 自らの 考え や意 見を具 体的 な提案 とし て示

した こと は、大 変前 向 きで有 意義 なこ ととい うふ うに感 じて おり

ます 。中 学生の 学力 を 高めた いと いう 思いに 教育 委員会 とし て応

える ため に、ま ずは 授 業をよ り一 層充 実させ 、そ の学び の質 を向

上さ せる ことが 大切 だ と考え てお りま す。そ して 、楽し く、 分か

る学 習を 通して 、子 ど もたち がも っと 学びた いと 感じる 意欲 の喚

起につなげたいというふうに思います。

ま た、 全ての 子ど も たちに 対し まし て、基 礎基 本を確 実に 定着

させ るた めには 、指 導 を繰り 返し 積み 重ねて いく ことも 必要 であ

りま す。 このよ うに 、 日頃の 学習 を充 実させ るこ とを通 しま して、

子ど もが 学校で も家 庭 でも自 主的 に学 ぼうと する 姿勢、 こう いっ

たことを育んでいきたいと考えております。

○岡田議長 稲田議員。

○稲 田議 員 ま た、 な かなか 私の 質問 力が足 らな いせい か、 設置

までというのはないんですが、意図はよく伝わりました。

こ こか らはシ ティ ズ ンシッ プ教 育に ついて お尋 ねして まい りま

す。 シテ ィズン シッ プ 教育と は、 市民 として 社会 に参加 し、 その

役割 を果 たせる よう に するた めの 教育 で、政 治や 経済の 仕組 み、

社会 的な 問題へ の関 心 、そし て、 それ らを解 決す るため のス キル

や価 値観 を育む こと を 目的と して いる とのこ とで す。し たが って、

この たび の米子 市中 学 校ふる さと 教育 発表会 が、 まさに それ に該

当していると強く思ったところでございます。

今 回の 発表会 を昇 華 、すな わち 磨き をかけ て、 より高 度な 状態



への 進化 を望む とこ ろ でござ いま すが 、そち らの 見解を お尋 ねい

たします。

○岡田議長 浦林教育長。

○浦 林教 育長 ふる さ と教育 のさ らな る充実 に向 けての お尋 ねで

ござ いま す。本 市で は 、これ まで ふる さと教 育の 充実を 図り 、総

合的 な学 習の時 間を 中 心に、 地域 や社 会の課 題を 自分事 とし て捉

え、 主体 的に考 える 力 を育む 探求 的な 学習を 推進 してき まし た。

この たび のふる さと 教 育発表 会は 、学 校で取 り組 んでい る総 合的

な学 習の 時間の 成果 を 発表す る場 でご ざいま した が、結 果と して、

議員 のお っしゃ るシ テ ィズン シッ プ教 育にも つな がる内 容も あっ

たと いう ふうに 感じ て おりま す。 参加 した生 徒に とって は、 自分

が社 会の 一員で ある と 自覚す る貴 重な 機会と なっ たもの と考 えて

おります。

来 年度 以降の 成果 発 表の在 り方 につ きまし ては 、今回 の形 式に

とら われ ること なく 、 既に県 が介 在し ておら れま す探究 成果 発表

会へ の参 加をし たり 、 独自に 市民 や保 護者の 方へ 向けて 発表 会を

開催 した りして いる 学 校もご ざい ます ので、 各学 校のや り方 を尊

重していきたいというふうに考えております。

総 合的 な学習 の時 間 は、主 体的 に探 求する 力、 多様な 他者 と協

働し て学 ぶ力、 そし て 、より よく 生き ようと する 態度の 育成 を狙

いと して 実施す るも の でござ いま す。 こうし た目 標を児 童生 徒一

人一 人が 着実に 身に つ けるこ とを 、議 員のお っし ゃる昇 華と いう

ふう に捉 えまし て、 子 どもた ちの 学び がさら に深 まるよ う取 組を

推進してまいりたいと、このように考えております。

○岡田議長 稲田議員。



○稲 田議 員 よ ろし く お願い しま す。 その後 なん ですけ れど も、

その 数日 後に、 今度 は 尚徳中 学校 に赴 きまし た。 一応、 私の 母校

でご ざい ますが 、そ こ でも３ 年生 によ る探求 学習 の発表 がご ざい

まし た。 そうい った 場 で、必 ずと 言っ ていい ぐら い、ア ウト プッ

トす ると き、こ のプ レ ゼンス キル 、プ レゼン テー ション スキ ルが

もっ と身 につけ ばい い のだが とい う内 容が話 題に 上りま す。 ぜひ

中学 生、 そうい った ス キルを 身に つけ させる 教育 を行っ てほ しい

と思いますが、見解をお尋ねいたします。

○岡田議長 浦林教育長。

○浦 林教 育長 プレ ゼ ンテー ショ ンス キルの 獲得 に向け た取 組に

つい ての お尋ね でご ざ います 。先 ほど も述べ まし たとお り、 総合

的な 学習 の時間 は、 課 題を自 ら見 いだ し、主 体的 、協働 的に 探求

する 力を 育成す るこ と などを 狙い とし ており ます 。まず は、 この

狙い の確 実な達 成が 最 も重要 なこ とと 考えて おり ます。 その 上で、

探求 の過 程で自 分の 考 えを整 理し 、相 手に分 かり やすく 伝え る力、

いわ ゆる プレゼ ンテ ー ション 力は 、将 来社会 で必 要とな る力 であ

ることは当然認識をしておるところでございます。

し かし ながら 、学 校 教育に おき まし ては、 その スキル のみ の習

得、 そう いった こと を 目的と する ので はなく 、思 考力、 判断 力、

協働 性や 情報活 用能 力 などの 幅広 い資 質、能 力の 育成と 一体 的に

進め るこ とが重 要だ と いうふ うに 考え ており ます 。実際 のと ころ、

どう やっ て身に つけ て いくか とい いま すと、 子ど もたち のプ レゼ

ンテ ーシ ョン力 は、 日 々の授 業に おけ る発表 です とか、 ある いは

話合 い活 動など を通 し た後に 、教 員か らの指 導、 助言、 ある いは

友達 から のアド バイ ス 、自分 自身 の振 り返り など 、そう いっ たこ



とを 積み 重ねて いく こ とで、 徐々 に身 につけ てい くもの でご ざい

ます 。学 校では 総合 的 な学習 の時 間に 限らず 、あ らゆる 教科 、領

域に おい て、多 様な 表 現活動 を取 り入 れなが ら、 児童生 徒の 表現

力の 向上 を図っ てい る ところ でご ざい ます。 総合 的な学 習の 時間

の本 来の 狙いを しっ か りと達 成す るこ とを第 一に 、その 結果 とし

て、 児童 生徒が プレ ゼ ンテー ショ ン力 を身に つけ ること がで きる

取組 とな るよう 、引 き 続き各 教科 、領 域等で の指 導を充 実さ せて

まいりたいと考えております。

○岡田議長 稲田議員。

○稲 田議 員 た くさ ん お答え いた だき まして あり がとう ござ いま

した。

私 なり のプレ ゼン テ ーショ ンス キル につい てを 、ちょ っと ここ

で述 べる だけに して お きたい と思 うん ですが 、や はり学 校を 出て、

社会 に出 ていく とい う ときに 、発 表と いうの はど うして も伴 いが

ちで す。 そこで 出て く るのが 、や っぱ りプレ ゼン テーシ ョン スキ

ルだ ろう なと思 いま す 。英語 の授 業じ ゃない です けど、 テク ニッ

クと スキ ルの違 いは 何 かと聞 かれ ると あるん です けど、 スキ ルの

ほう が卓 越した 技術 と いうふ うに 訳さ れるわ けで す、小 手先 のも

のじ ゃな くて、 そう い ったプ ロが 使っ てる技 とい うのが あり まし

て。

も う少 し言い ます と 、よく よく 名前 を皆さ ん御 存じの よう な大

手広 告代 理店と か大 手 人材育 成会 社と いうの は、 これは プレ ゼン

スキ ルを 脈々と 受け 継 ぐんで すよ 。だ から、 彼ら 、彼女 たち のプ

レゼ ンは 一味違 うん で すけど 、中 身よ りもプ レゼ ンスキ ルを 身に

つけ ると いうこ とに 、 本当に 神経 注い でやっ てお られま す。 それ



を中 学生 に今す ぐと い うわけ では ない んです がコ ツさえ 分か れば、

非常 にい いプレ ゼン 内 容に変 わる とい う経験 をさ せてや りた いな

と。 よく 少年野 球と か で、元 プロ 野球 選手が 講師 に来て 、ち ょっ

と教 えて うまく なる 可 能性の よう なこ とを言 って るわけ です 。も

ちろ ん日 々の練 習や 教 育の場 とい うの を否定 をす るわけ では ない

んで すが 、プレ ゼン ス キルと いう のは 確立さ れた ものが ある ので、

それ を中 学生の うち か ら教え ても らう 、教え る場 があっ たら いい

なと、これは要望しておきます。

で は、 大要２ 点目 に 移りま す。 子育 て環境 の充 実につ いて を伺

います。

最 初に 、産後 ケア 対 策につ いて お尋 ねしま す。 産後ケ ア事 業の

利用 状況 をはじ め、 こ の事業 を取 り巻 く環境 等を 伺いま す。 例え

ばで すが 、利用 まで の 流れで あっ たり 、１人 当た りの期 間、 ある

いは回数、あるいは施設数などをお尋ねいたします。

○岡田議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 産後 ケア 事業 の利用 状況 及び取 り巻 く環

境等 につ いてで ござ い ますが 、利 用状 況につ きま しては 、令 和６

年度 は、 １０施 設に お きまし て、 デイ ケア 1,１ ０ ３ 日 、 シ ョ ー ト

ス テ イ ２ ２ ６ 日 の 利 用 があり 、令 和７ 年度１ ０月 末時点 では 、１

１施 設に おきま して 、 デイケ ア 1,０ １ ７ 日 、 シ ョ ー ト ス テ イ １ ６

３日の利用がございました。

利 用ま での流 れに つ きまし ては 、利 用希望 者が 本市の 電子 申請

によ り申 込みを 行い 、 市が利 用決 定後 、産後 ケア 事業利 用承 認通

知書 を利 用希望 者へ 郵 送し、 その 後、 利用希 望者 本人が 直接 希望

する 実施 施設と 日程 調 整を行 い、 産後 ケア事 業を 利用す るこ とに



なり ます 。また 、今 年 度から 、申 請に つきま して は、妊 娠３ ２週

以降 から 受付を 開始 し ており ます 。利 用期間 にお きまし ては 、出

産後 、１ 年間と し、 利 用回数 は７ 回、 多胎児 は１ ０回ま でと して

おります。以上です。

○岡田議長 稲田議員。

○稲 田議 員 今 年か ら ３２週 、要 は出 生前、 ある 程度前 から 受付

を可 能に してい ると 。 多胎も たし か増 やして の１ ０回だ った と思

いま すが 。今の 答弁 の 中で、 令和 ６年 度にお ける デイケ アが およ

そ 1,１ ０ ０ 、 令 和 ７ 年 度 が １ ０ 月 末 の 時 点で およ そ 1,０ ０ ０ ち ょ

っ と で す か ら 、 あ と ５ か 月ぐ らい あり ますか ら、 という こと は、

デイ ケア だけで いい ま すと、 昨年 度比 で、今 年度 は恐ら く 1.５ 倍

ぐ ら い い く な と い う こ と で 、 や っ ぱり 増えて るわ けです 。こ うい

う需要が増えているということを前提に、次の質問に移ります。

予 約に つきま して 、 一部に おい て、 あたか も争 奪戦の よう な状

況で ある と仄聞 して お ります が、 その ことに つい てお尋 ねい たし

ます。

○岡田議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 予約 状況 につ いてで ござ います が、 一部

の施 設に おきま して は 、なか なか 予約 が取れ ない 状況で ある こと

は認 識し ており ます 。 施設ご とで 予約 状況が 異な るため 、特 定の

施設 につ きまし て利 用 を希望 され る場 合には 予約 できな い場 合も

ござ いま すが、 現時 点 では、 施設 全体 といた しま しては 、利 用者

を受け入れることは可能と考えております。

○岡田議長 稲田議員。

○稲 田議 員 要 は施 設 によっ ては 、争 奪戦は 言い 過ぎか もし れま



せん が、 飽和状 態と 、 施設に よっ ては 余裕が あり ますと 、市 全体

で見たら余裕がありますという答弁だったと理解いたします。

先 ほど 回数に つい て ありま した が、 ７回及 び１ ０回で すね 、こ

の利用回数を増やすことはできないのかをお尋ねいたします。

○岡田議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 利用 回数 の拡 大につ いて でござ いま すが、

利用 者が 年々増 加し て おり、 拡大 のニ ーズは ある と感じ てお りま

すが 、現 在の状 況は 、 利用者 １人 当た りの利 用回 数が３ 回程 度で

ござ いま して、 また 近 隣の自 治体 にお きまし ても 、本市 同様 、７

回を 上限 として いる こ とから 、現 時点 では、 利用 回数の 拡大 は考

えておりません。

○岡田議長 稲田議員。

○稲 田議 員 答 弁と し ては理 解い たし ます。 要は 平均す ると 、３

回と いう のに対 して 、 増やせ とい うの はちょ っと 行き過 ぎで はな

いか と言 われる かも し れませ んが 、逆 に、回 数が もっと 多い こと

を望 んで らっし ゃる 方 もいら っし ゃる わけで 。た だ、そ の辺 の実

数値 を私 もつか んで い るわけ では ない ですの で、 今後に 向け て、

より ニー ズが高 まる ん じゃな いか と思 ってお りま すので 、そ の辺

りはよくよく注視して対応していただきたいと思います。

こ の項 の最後 にな り ますが 、先 ほど 潜在的 なも のがあ ると 思っ

てま す。 このサ ービ ス 自体を 知ら ない 、ある いは 知って るけ ど何

かた めら いがあ ると か 、その よう なこ とを推 測す るわけ です 。ニ

ーズ が多 いので はな い かと思 うの です が、そ のた めに、 私は やっ

ぱり 施設 を増や すこ と 、先ほ ど一 部の 、言い 方を 変えれ ば人 気の

ある 施設 がある よう に 聞いて おり ます ので、 そう いうと ころ の充



実し たサ ービス を提 供 できる ほか の施 設を増 やす という こと も私

は大 切な ことだ と思 う ので、 施設 を増 やすこ とが 求めら れる と思

いますので、お尋ねいたします。

○岡田議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 施設 を増 やす ことに つい てでご ざい ます

が、 現時 点では 、利 用 希望者 が特 定の 施設に こだ わらな けれ ば、

ほか の施 設で対 応が 可 能であ ると 考え ており ます 。ただ し、 利用

者は 年々 増加傾 向に ご ざいま して 、西 部地区 の市 町村も 同じ 施設

を利 用さ れるこ とも ご ざいま すの で、 今後の 利用 状況を 踏ま え、

鳥取 県が 委託し てお ら れます 一般 社団 法人鳥 取県 助産師 会の 産後

コー ディ ネータ ーと 連 携を図 りな がら 、必要 に応 じまし て施 設の

拡充に努めていきたいと考えております。

○岡田議長 稲田議員。

○稲 田議 員 ぜ ひお 願 いいた しま す。 繰り返 しに なりま すが 、市

全体 だと ニーズ は満 た されて いる けれ ども、 まず は、令 和６ 年度

と令 和７ 年度で 比べ る と 1.５ 倍 の 利 用 数 が 増 え て い る こ と や 、 近

隣町 村の 方も受 け入 れ るのが 米子 市の 状況で もあ ります ので 、そ

うい うと ころも ニー ズ も恐ら く上 がっ ていく んじ ゃない かな と思

いま すの で、で きる な らば、 事前 対応 で施設 数を 増やす とこ ろに

注力していただきたいと思います。

で は 、 次 に 移 り ま す 。 ５ 歳 児 よ な ご っ こ 健 診 （ ５ 歳 児 健 康 診

査） につ いてお 尋ね い たしま す。 最初 に、今 回、 この質 問を 取り

上げ た背 景を説 明い た します 。平 成３ ０年度 から 始まり 現在 に至

るわ けで すが、 この 議 会でも 、導 入に 当たり 、発 達障が いと いう

診断 がな される こと が マイナ スの 効果 を生む ので はない かと いう、



いわ ゆる 負のイ メー ジ が貼り 付け られ ること を懸 念する 意見 があ

った り、 また仮 に発 達 障がい の診 断が なされ ても 、保護 者が それ

を受 け入 れなけ れば 支 援がで きな いの ではと いう 、診断 が意 味を

なさ ない ことを 懸念 す る意見 がご ざい ました 。現 在は、 そう いっ

た懸 念は ほぼ、 ある い はある 程度 払拭 されて いる ものと 私は 感じ

ております。

そ して 、その 時点 か ら時間 が経 過し 、最近 では 、発達 障が いの

診断 がな された 場合 、 小学校 入学 後、 支援学 級を 選択す るケ ース

がほ とん どを占 めて い るとい うふ うに 仄聞し たと ころで す。 この

こと につ いては 後々 の 質問で 明ら かに してい きた いと思 いま す。

早期 支援 を導入 する こ とによ り、 その 児童に 合っ た教育 環境 が適

正に 提供 される のか を 確認す る意 味で 、質問 を通 じてそ れを 行っ

ていきたいと思います。

最 初の 質問で す。 ま ずは、 この 健診 の目的 とす るとこ ろを お尋

ねいたします。

○岡田議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 ５歳 児健 診の 目的に つい てでご ざい ます

が、 発達 、情緒 、社 会 性、集 団行 動の 場面等 で課 題のあ る児 童を

早期 に発 見し、 児童 や 保護者 へ早 期に 支援を 開始 するた めの 気づ

きの 場で あり、 保護 者 が児童 の特 性に 気づき 、よ り健全 な育 成の

ため の支 援につ なげ 、 また保 護者 の就 学への 不安 解消、 児童 への

適切 な対 応や就 学に 向 けての 準備 につ ながる こと を目的 とし てお

ります。

○岡田議長 稲田議員。

○稲 田議 員 そ うな ん ですね 。早 期発 見、早 期支 援とい うの が、



まずは一丁目一番地だったと私も記憶しております。

次 の質 問です 。令 和 ６年度 の事 務報 告にお ける ５歳児 よな ごっ

こ健 診に ついて お尋 ね いたし ます 。確 認です が、 ここで は、 各健

診の 段階 での人 数や 割 合が示 して あり ます。 結果 として 、発 達障

がい に関 する診 断が な された のは どの くらい の人 数及び 割合 であ

るのかを伺います。

○岡田議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 発達 障が いに 関する 診断 人数と 割合 につ

いて でご ざいま すが 、 ５歳児 健診 の二 次健診 を受 けた児 童の うち、

発達 障が い等の 疑い が あり、 精密 検査 を受け た児 童は１ ９名 でご

ざい まし て、そ のう ち 診断が なさ れた 児童は １０ 名でご ざい まし

た。 割合 は、一 次健 診 アンケ ート 返送 者 1,１ １ ８ 人 に 対 し ま し て、

約 0.９％でございます。

な お 、 既 に 医 療 機 関 等に受 診し てお り５歳 児健 診を受 けな い場

合や 、健 診後の 経過 観 察の中 で診 断さ れる場 合な どもご ざい まし

て、 全て の５歳 児に お ける発 達障 がい に関す る診 断がな され た人

数を把握することは困難であると考えております。

○岡田議長 稲田議員。

○稲 田議 員 私 も認 識 を新た にし なけ ればな らな いと思 う答 弁で

ござ いま した。 ５歳 児 健診、 悉皆 健診 ですね 、全 ての児 童、 ５歳

児を 対象 という とこ ろ なんで すが 、と ころが とい う言い 方は おか

しい な、 最終的 には 0.９ ％ 、 約 １ ％ の 診 断 が な さ れ た と い う こと

で、 多い か少な いか は 今ここ では 言い ません けれ ども、 世間 に出

てい る発 達障が いと さ れる数 より は少 ないん だな と、か なり 開き

があるなと思いました。



と ころ で、そ れで は 、教育 委員 会で は、同 じく 発達障 がい に関

するその数値を把握しているのかお尋ねします。

○岡田議長 長谷川教育委員会事務局長。

○長 谷川 教育委 員会 事 務局長 教 育委 員会に おけ ます発 達障 がい

の把 握に ついて のお 尋 ねでご ざい ます が、人 数等 の把握 方法 につ

きま して は、先 ほど の こども 総本 部長 の答弁 にあ ったと おり でご

ざい ます が、総 本部 制 の設置 によ りま して、 こど も相談 課と 学校

教育 課、 これ、 兼務 で 業務を 行っ てお ります ので 、５歳 児健 診に

よっ て把 握され たお 子 さん、 児童 につ きまし ては 、当然 に教 育委

員会としても把握しているところでございます。

加 えま して、 新し く 入学い たし まし た新小 学１ 年生の 実態 につ

きま して は、毎 年８ 月 に県の ほう で県 教育委 員会 が行う 調査 によ

って把握しているところでございます。以上です。

○岡田議長 稲田議員。

○稲 田議 員 と いう こ とで、 結局 のと ころ、 未就 学の段 階で は、

要は 保育 所、幼 稚園 の 段階で は、 ５歳 児健診 を受 けて、 早期 発見

の機 会と しては 有効 で あると は理 解い たしま すが 、その 健診 後か

ら小 学校 入学ま での 間 の１年 間に どの ような 対応 をする のか 、ま

ずは重要だと考えております。

そ して 、先ほ どの 数 字のと ころ でい うと、 約１ ％なん だけ れど

も、 それ 以外で 、自 ら 受診し てい る数 という のは 把握は でき てお

らず 、た だ、小 学校 入 学後の 最初 の８ 月に、 県の 調査で そこ はつ

まび らか になっ てい く という とこ ろで 、ちょ っと 私も５ 歳児 健診

さえ 行え れば、 ある 程 度はも う把 握で きるも んだ と思っ てた んで

すけ れど も、そ のよ う なちょ っと 、入 学後、 ８月 という のは 、こ



のたびの質問で初めて知ったところでございます。

質 問と しては 次に 移 ります 。令 和５ 年度、 ６年 度、７ 年度 と、

小学 校へ の入学 者全 体 数と、 その うち 支援学 級を 希望し た児 童の

人数及び割合をお尋ねいたします。

○岡田議長 長谷川教育委員会事務局長。

○長 谷川 教育委 員会 事 務局長 令 和５ 年度、 ６年 度、７ 年度 の小

学校 への 入学者 数全 体 と、そ のう ち支 援学級 を希 望した 児童 の人

数、 割合 につい てお 答 えさせ てい ただ きます 。令 和５年 度は 、小

学校 への 入学者 数 1,２ ７ ３ 人 に 対 し ま し て 、 支 援 学 級 に 希望 した

児童 が４ １人で 、全 体 の約３ ％、 令和 ６年度 は、 入学者 数 1,２ ７

２ 人 に 対 し ま し て 、 希 望 し た 児 童 が４ ２人で 、全 体の約 ３％ 、令

和７ 年度 は、入 学者 数 1,２ ０ ２ 人 に 対 し て 、 支 援 学 級 を 希 望 し た

児童が５２人で、全体の約４％となっております。以上です。

○岡田議長 稲田議員。

○稲 田議 員 そ の答 弁 の内容 です と、 おおむ ね横 ばいと いう ふう

に受け取らさせていただきます。

実 は、 先月の 地方 紙 に、発 達障 がい 児童生 徒、 過去最 多、 早期

診断 一因 もとあ りま し た。概 要は 、少 子化傾 向で あるに もか かわ

らず 、発 達障が いと 診 断され る数 が増 加して おり 、発達 障が いに

対す る社 会的な 理解 や 早期の 診断 が進 んだ結 果と 見てい ると あり

ます が、 米子市 はこ の 横ばい であ る理 由は、 恐ら く平成 ３０ 年、

かな り早 い時期 から こ れに取 り組 んで いたの で、 新たに 増え ると

かそ うい うので はな く て、あ る程 度一 定的に 、こ の発達 障が いの

数字と向き合ってきた結果ではないかなと私は思っております。

質 問と しては 次に 移 ります 。医 療機 関の診 断を 受け、 特別 支援



学級 を希 望され るケ ー スが多 いと 思わ れます が、 特別支 援学 級、

通常 学級 の選択 に当 た り、ど のよ うに 保護者 や保 育所等 に説 明を

され てい るのか 、あ わ せて、 支援 が必 要と思 われ る未就 学児 が小

学校 へと 進学す る際 、 保護者 の意 見は どのよ うな 傾向が 多い のか、

この２つをお尋ねします。

○岡田議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 まず 、保 護者 や園へ の説 明につ いて でご

ざい ます が、園 児に 適 した学 びの 場を 選択す るた めに、 医療 の診

断、 園の 集団で の様 子 の観察 等か ら、 保護者 と園 には、 就学 後に

子ど もの 状況に 応じ た 支援が どの 程度 必要に なる かを検 討す るよ

うに 伝え ている とこ ろ でござ いま す。 また、 子ど もの可 能性 を最

大限 伸長 できる 教育 の 場を選 択し てい ただけ るよ う、特 別支 援学

級な どの 学びの 場の 特 徴につ きま して 、就学 相談 会、巡 回相 談、

個別 相談 等で教 育委 員 会指導 主事 、発 達支援 員、 心理士 等の 専門

職員 が説 明し、 就学 に ついて の情 報提 供を行 って いると ころ でご

ざいます。

次 に、 保護者 の意 見 の傾向 につ いて でござ いま すが、 支援 が必

要と 思わ れる未 就学 児 の小学 校へ の入 学に対 しま して不 安を 抱い

てお られ る保護 者は 多 く、自 分の 子ど もに最 も適 した学 びの 場で

学習させたいという意見を多くいただいております。以上です。

○岡田議長 稲田議員。

○稲 田議 員 次 の質 問 です。 ５歳 児、 いわゆ る年 中児で すけ れど

も、 の時 点で支 援の 必 要性が 認識 され 、それ から 約１年 間、 主に

保育 所、 幼稚園 、認 定 こども 園等 で過 ごすこ とに なりま すが 、そ

の間の支援体制はどのようになっているのかお尋ねします。



○岡田議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 健診 後の 支援 体制に つい てでご ざい ます

が、 支援 の必要 があ る 児童に 対し まし て、巡 回相 談では 発達 支援

員、 心理 士、教 育委 員 会指導 主事 など が園を 訪問 し、園 児の 様子

を観 察し た上で 、そ の 後の園 での 生活 の支援 に生 かせる よう 、保

護者 と園 に関わ り方 や 対応に つい て助 言等を 行い 、支援 をし てい

るところでございます。

ま た、 保護者 の希 望 により まし て、 個別相 談に も応じ 、不 安解

消に 努め るほか 、就 学 に向け て就 学相 談会の 案内 をする など 、児

童、保護者をフォローするよう取り組んでおります。

○岡田議長 稲田議員。

○稲 田議 員 次 です 。 最適な 就学 先を 検討す る機 関とし ては 教育

支援 委員 会がご ざい ま すが、 この 委員 会では どの ような 対応 が行

われ てい るのか 。あ わ せて、 教育 支援 委員会 の助 言等が あっ ても、

保護 者の 意見で 就学 先 が決ま るの か、 この２ つを お尋ね いた しま

す。

○岡田議長 浦林教育長。

○浦 林教 育長 まず 、 教育支 援委 員会 につい てお 尋ねで ござ いま

す。 審議 に至る まで の 手続と しま して は、ま ず、 保護者 が保 育施

設等 と園 での集 団生 活 の様子 や医 師の 意見等 を勘 案しな がら 、就

学先 の検 討をす るこ と から始 まり ます 。その 際、 事前に 特別 支援

学級 や特 別支援 学校 の 体験の 実施 を求 めてい ると こでご ざい ます。

その 後の 検討の 結果 、 保護者 の希 望が 特別支 援学 級や特 別支 援学

校で ある 場合は 、各 園 から教 育委 員会 へ医師 の診 断書等 の審 議資

料を提出するという流れになっております。



次 に、 教育支 援委 員 会では 、そ れら を受け まし て、保 護者 が希

望さ れた 学びの 場や 学 校が子 ども の障 がいの 状態 等に応 じ、 教育

的ニ ーズ に的確 に応 え る指導 を提 供で きる就 学先 かどう かを 専門

家の意見や医師のアセスメントを得ながら審議をしております。

最 終的 にどの よう に 決まっ てい くの かとい うこ とにつ いて でご

ざい ます が、文 部科 学 省は、 就学 先の 決定に つい ては、 保護 者の

意見 を最 大限尊 重し 、 最終的 に市 町村 教育委 員会 におい て決 定す

ると いう ふうに 示し て おりま す。 教育 支援委 員会 の審議 結果 と保

護者 の意 見が異 なる 場 合には 、教 育委 員会は 保護 者に対 しま して、

教育 支援 委員会 の審 議 結果と その 理由 につい て説 明をし てお りま

す。 具体 的な内 容と し まして は、 この 審議結 果に は、子 ども の教

育的 なニ ーズと 必要 な 支援を 踏ま えた 判断で ある という こと を丁

寧に 説明 をして おり ま す。こ の説 明を 聞かれ た保 護者の 意向 を再

度確 認し た上で 、最 終 的に教 育委 員会 が就学 先を 決定し てお りま

す。以上でございます。

○岡田議長 稲田議員。

○稲 田議 員 最 後に 、 この質 問に 至っ た経緯 をお 伝えし て、 この

項を 終わ りたい と思 い ますが 。ち ょう ど伊木 市長 が就任 され た直

後に 、こ の５歳 児よ な ごっこ 健診 が始 まった と記 憶して おり ます。

それ まで の議会 での 積 み重ね もご ざい ました 。こ の質問 をす るに

当た って 、私も 、今 、 インタ ーネ ット で調べ ると 、過去 の経 緯も

分か りま すので 、ち ょ うど１ ０年 前、 ５歳児 健診 の在り 方検 討会

の質 問を この場 でし て るんで すね 、ち ょうど １０ 年前、 すぐ 分か

りま した 。その 次の 質 問が、 淀江 町と の合併 １０ 周年に 当た るっ

て質 問だ ったの で、 あ あ、１ ０年 、隔 世の感 を感 じまし た。 その



とき は５ 歳児健 診が 全 く、全 くと 言う と変な んで すけど も、 ない

形か ら、 今まで のと こ ろに来 て、 ただ 、早期 支援 、早期 発見 のと

ころ はう まく回 って い るんだ けれ ども 、最後 のほ うで質 問し た、

今度 は安 易に保 護者 が 、だっ たら もう 支援学 級で いいん じゃ ない

かと いう 選択さ れる 方 が多い 、あ るい は多い んで はない かと いう

声が あり ました 。何 も 無理に 支援 学級 を選ぶ 必要 もない し、 通常

学級 でも いい場 合も あ ります し、 通級 指導学 級も ありま すし 、そ

れを ミッ クスし たよ う な形も ある ので 。ただ 、子 どもの 発達 にお

いて 、ど の支援 がど の 時点で 何が 重要 なのか とい うのを しっ かり

と捉 えて いかな いと 、 この５ 歳児 健診 を導入 した 意味が 薄れ てま

いり ます ので、 その 確 認の意 味で 、今 回聞か せて いただ きま した。

まだ まだ 環境整 備、 充 実が必 要か と思 います が、 安心も した とこ

ろも あり ますし 、さ ら に磨か なき ゃい けない なと 思った 次第 でご

ざいます。

質問としては以上でございまして、ここで一旦。

○岡田議長 暫時休憩いたします。

午前１１時５８分 休憩

午後 １時００分 再開

○岡 田議 長 休 憩前 に 引き続 き会 議を 開き、 市政 一般に 対す る質

問を続行いたします。

稲田議員。

○稲田議員 午後からもよろしくお願いいたします。

大 要３ 点目、 米子 市 まちづ くり ビジ ョンと 成長 分野へ の投 資に

ついて。

最 初の １番目 です 。 成長産 業の 育成 と新産 業の 創出に つい て伺



いま す。 米子市 まち づ くりビ ジョ ンの ５１ペ ージ 目にご ざい ます、

４－ ２、 成長産 業の 育 成と新 産業 の創 出のそ の記 述の中 の主 な取

組と して 、エネ ルギ ー 事業等 の成 長産 業の育 成、 地域資 源を 活用

した エネ ルギー 事業 の 拡大に つい てと のこと です が、こ の施 策が

求めるところについてを具体的にお尋ねします。

○岡田議長 若林経済部長。

○若 林経 済部長 エ ネ ルギー 事業 につ いてで ござ います が、 エネ

ルギ ーの 中でも 特に 電 気につ きま して 、以前 は大 手電力 会社 から

購入 する 以外に 選択 肢 はなく 、地 域外 資金の 流出 が問題 でご ざい

まし た。 そのた め、 電 気小売 が全 面自 由化す るタ イミン グで 、本

市も 出資 した地 域新 電 力会社 を設 立し 、地域 の再 生可能 エネ ルギ

ーを 地域 で使う 、い わ ゆる地 域経 済循 環に取 り組 んでま いり まし

た。 現在 は、脱 炭素 先 行地域 づく り事 業の取 組の 中で、 地域 内で

の再 生可 能エネ ルギ ー を増や して 、地 域経済 循環 を強化 する こと

に取り組んでいるところでございます。

○岡田議長 稲田議員。

○稲 田議 員 で すよ ね 。地元 の再 生可 能エネ ルギ ーをど んど ん活

用していこうということだと認識いたしました。

次 に移 ります 。２ 番 目です 。朝 日町 周辺エ リア の活性 化に つい

てお 尋ね します 。朝 日 町周辺 エリ アの 活性化 につ いて、 地元 によ

る朝 日町 通り商 店会 が 結成さ れ、 特に にぎわ いの 醸成に 向け て、

まず は通 りを明 るく し ていく 取組 を考 えてお られ ます。 その 上で、

経済 産業 省資源 エネ ル ギー庁 にお ける エネル ギー 構造高 度化 ・転

換理 解促 進事業 にお け る補助 金申 請に 向けて の公 募を準 備さ れて

おられます。



同 事業 は、地 域理 解 促進事 業と 技術 開発事 業か ら構成 され てお

り、 補助 率はい ずれ も 原則１ ０分 の１ ０とい うも のです 。ま ずは、

その うち 地域理 解促 進 事業と し、 夜間 景観整 備と して、 まち や通

りに にぎ わいを もた ら すこと によ って 、発電 、蓄 電設備 設置 に対

する 地域 住民の 理解 促 進を得 るた めに 、具体 的な 事業内 容と して

ＥＶ 給電 等によ るイ ル ミネー ショ ン、 キッチ ンカ ー出店 、ス テー

ジイベントの実施が想定されているところです。

公 募時 期が、 来年 に なりま した らす ぐの時 期が その締 切り と伺

って おり ます。 ぜひ 実 施を前 提に 取り 組んで いた だきた いと 思う

ところですが、見解をお尋ねいたします。

○岡田議長 若林経済部長。

○若 林経 済部長 ま ず 、議員 御案 内の とおり 、国 のエネ ルギ ー構

造高 度化 ・転換 理解 促 進事業 費補 助金 につい ては 、これ には ２つ

の補 助メ ニュー がご ざ います 。一 つは 、主に 啓発 活動な どの ソフ

ト面 を支 援する 地域 理 解促進 事業 、も う一つ は、 設備な どの ハー

ド整 備に 活用で きる 技 術開発 事業 でご ざいま す。 現在、 朝日 町商

店会 から 御相談 いた だ いてい る地 域理 解促進 事業 を活用 した 夜間

景観 整備 事業の 計画 に つきま して は、 朝日町 周辺 エリア にお ける

新た なに ぎわい の創 出 と併せ て、 地域 の皆様 や来 街者に 再生 可能

エネ ルギ ーに関 する 理 解を深 めて いた だくこ とを 目的と した イベ

ント開催を計画されているものでございます。

市 とい たしま して も 、ナイ トタ イム エコノ ミー 創出の 観点 から、

この 取組 は朝日 町周 辺 エリア の活 性化 に資す るも のと考 えて おり

まして、商店会と協議、検討したいと考えております。

○岡田議長 稲田議員。



○稲 田議 員 ぜ ひ前 向 きに協 議、 検討 を重ね て、 実現に こぎ 着け

ていただきたいと思います。

続 けて ですが 、少 し 先の話 とな りま すが、 その 次に、 技術 開発

事業 が控 えてる 格好 で ござい ます 。こ ちらの 事業 は、公 共施 設に

太陽 光パ ネル等 の発 電 設備ま たは 蓄電 池を設 置し 、対象 エリ アに

再生 可能 エネル ギー 由 来の電 源を 供給 するも ので す。こ ちら は、

公共 施設 にとあ るよ う に、行 政、 この 場合は 米子 市が主 体と なっ

て動 く必 要があ るも の です。 気の 早い 話とな りま すが、 こち らも

構想 上、 必要か つ重 要 である と考 えら れます ので 、見解 を求 めた

いと思います。

○岡田議長 若林経済部長。

○若 林経 済部長 議 員 御案内 のと おり 、本事 業に つきま して は、

制度 上、 公共施 設じ ゃ ないと いけ ない という 要件 が設け てご ざい

ます 。申 請に関 しま し ては米 子市 が主 体とな りま す。そ のた め、

設置 可能 な公共 施設 が 存在す るか どう か、ま た関 係法令 や既 存の

規制 との 整合性 が図 れ るかな ど、 慎重 な確認 が必 要とな りま す。

現時 点で は、関 係機 関 や市の 関係 部署 と連携 、調 整を図 りな がら

整理していく必要があると認識しております。

本 市と いたし まし て は、商 店会 が検 討され てい る２つ の事 業の

整合 性を 考えな がら 、 朝日町 周辺 エリ アの活 性化 に資す る一 体的

な取 組と なるよ う、 引 き続き 検討 、調 整を進 めて まいり たい と思

います。

○岡田議長 稲田議員。

○稲 田議 員 こ の大 要 の一番 最初 に伺 った質 問で 、地域 経済 循環

とも あり 、地域 にお け る再生 可能 エネ ルギー の必 要性、 そし てま



た、 この 事業は 、国 か らの１ ０分 の１ ０の非 常に 補助率 が高 いと

いう か、 全額出 るも の でござ いま す。 地域と の理 解もも ちろ んご

ざい ます 。市が しっ か りと関 わっ てい ただい て、 先ほど も申 しま

したが、実現にこぎ着けていただきたいと思います。

３ に移 ります 。イ ン バウン ド誘 客と 町家の 保存 ・活用 の推 進に

つい てを お尋ね して ま いりま す。 イン バウン ド誘 客の数 値に つき

まし ては 、さき の委 員 会で、 その 数値 の在り 方に ついて 、再 度確

認が なさ れる旨 の答 弁 がござ いま した 。具体 的に は、米 子市 まち

づく りビ ジョン に掲 げ る市内 の年 間外 国人宿 泊数 の数値 目標 に係

る進 捗状 況をど の数 値 をもっ ては かる かとい うも のです が、 この

件についてお尋ねいたします。

○岡田議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 現在、 市内 の全 ての宿 泊施 設では ござ いま

せん が、 皆生温 泉旅 館 組合と 米子 市ホ テル旅 館組 合の加 盟施 設の

皆様 の御 協力を いた だ き、外 国人 宿泊 者数を 実数 値とし て把 握し

てる とこ ろでご ざい ま す。米 子市 まち づくり ビジ ョンに 掲げ る外

国人 宿泊 者数に つき ま して、 引き 続き 宿泊施 設の 御協力 をい ただ

きながら、確認していくこととしてございます。以上です。

○岡田議長 稲田議員。

○稲 田議 員 実 数値 で 把握と いう 答弁 がござ いま した。 した がい

まし て、 現在は 、そ の 目標値 に対 して どうい った 状況で ある のか

お尋ねいたします。

○岡田議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 令和７ 年の 市内 外国人 宿泊 者数で ござ いま

すが 、９ 月末時 点に お きまし て、 ２万 6,３ ８ ８ 人 と 確 認 し て お り



ます 。令 和６年 １０ 月 から１ ２月 の外 国人宿 泊者 数を踏 まえ ます

と、 令和 ７年の 外国 人 宿泊者 数は 約３ 万 5,０ ０ ０ 人 程 度 に な る も

のと見込んでございます。以上です。

○岡田議長 稲田議員。

○稲 田議 員 な かな か 言いづ らい です ね、宿 泊者 数、頑 張っ て私

もそ のよう に言うよ うに いたし ますが。 およそ 令和 ７年は３ 万 5,

０ ０ ０ 人 が 見 え て き た と い う ふ う に 理 解いた しま した。 一応 、こ

の観 光客 数は年 で見 る んで、 １月 から １２月 で、 国もそ れで 集計

して いる ので、 年度 で はない とい うこ とはこ こで 改めて 示し てお

きますが。

簡 単に 言えば 、令 和 ７年、 この １月 から１ ２月 で３万 5,０ ０ ０

人 が ほ ぼ 見 え て き た 状 態 と い うこ とで 、目標 値、 令和５ 年を 基に

つく られ てます ので 、 そのと きが １万 6,０ ０ ０ 人 ぐ ら い で し た の

で 、 ２ 倍 強 の 数 字と な ってき てい ると 。最終 的に は、令 和１ １年

に１ ０万 5,０ ０ ０ 人 で す の で 、 今 、 ３ 万 5,０ ０ ０ 人 と い う こ と は、

ち ょ う ど ３ 倍 、 要は ２ 倍の上 乗せ が必 要と、 増し 増しが 必要 とい

うこ とで ござい ます の で。私 が６ 月定 例会で 示し たグラ フで いき

ます と、 令和７ 年は ３ 万 3,８ ０ ０ 人 ぐ ら い が 一 つ の 通 過 点 と し て

はい い出 来だっ たん で 、それ を上 回っ ており ます ので、 ぜひ この

堅調 な数 字を続 けて い ただき たい と思 います 。た だ、２ 倍増 し部

分は 、ま だまだ 創意 工 夫、自 らが やっ ていく こと はたく さん ある

と思 いま すので 、過 去 の議会 でも いろ いろと 申し てまい りま した

が、今後もそこは注視させていただきたいと思います。

次 なん ですが 、少 し 気にな るニ ュー スが最 近あ りまし て、 中国

政府 の日 本への 渡航 自 粛要請 に係 る影 響とい うも のはど うい った



ものであるのかをお尋ねいたします。

○岡田議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 本市に おけ ます 中国人 観光 客の皆 様の 状況

につ きま しては 、米 子 市国際 観光 案内 所に聞 き取 りを行 った とこ

ろ、 現時 点では 大き な 変化は ない こと を確認 して ござい ます 。今

後、 中国 の大型 連休 と なる来 年２ 月中 旬の春 節に 向け、 影響 が出

てく るこ とも可 能性 が あるこ とか ら、 引き続 き関 係各所 への 聞き

取り など を通じ 、状 況 の把握 に努 めて いきた いと 考えて ござ いま

す。以上です。

○岡田議長 稲田議員。

○稲 田議 員 影 響が 少 ないと いう こと で安堵 いた しまし た。 イン

ター ネッ トのニ ュー ス とか、 私も つぶ さに見 るよ うには して るん

です けど 、意外 とオ ー バーツ ーリ ズム が緩和 され たとか 、旅 行客、

中 国 の 方 に 限 る か ど う か 分 か り ま せ ん け れ ど も 、 マ ナ ー の 点 で

等々 で、 少し減 った 分 が、か えっ て国 内的に はあ る意味 安定 する

とい うか 、いい ふう に 、前向 きに 捉え られて いる ところ もあ った

りし て、 いろい ろが あ るんだ なと 思い ました 。た だ、宿 泊者 数が

安定 、あ るいは 伸び て いくこ とを 期待 します ので 、大き な影 響が

ないことを願うばかりです。

質 問は 次に移 りま す 。まち づく りビ ジョン にお きまし て、 その

基本 方向 、５－ ４で ご ざいま すが 、町 家の保 存・ 活用の 推進 の項

にお きま して、 今後 、 城下町 米子 の町 家を保 全、 活用し てい くた

めに は、 国の文 化財 登 録制度 の活 用を 検討す ると ともに 、町 家の

町並 みを 生かし た宿 泊 施設、 文化 施設 、二地 域居 住者向 けの 住宅

など 、様 々な形 で活 用 を図る 必要 があ ります とう たって あり ます。



言う なれ ば、こ の内 容 を基に 、こ れま で質問 を行 ってき た次 第で

ござ いま すが、 改め て この施 策の 具体 的な目 標と その工 程を 示し

てほしいと思いますので、お尋ねいたします。

○岡田議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 まず 、具 体的 な目標 とい たしま して 、総

括的 な目 標を申 し上 げ ます。 歴史 的な 町家が 多く 残って おり ます

城下 町エ リアを 中心 と いたし まし て、 歴史的 な資 源の保 全は もち

ろん でご ざいま すが 、 観光、 宿泊 、若 者の居 場所 、ある いは 移住

定住 の拠 点など 、に ぎ わい地 域活 力の 創出を 図っ てまい りた いと

いうことが総括的な目標でございます。

次 に、 この目 標達 成 に向け た工 程と いうこ とで ござい ます が、

今、 ２つ の視点 で具 体 的な取 組を 進め てござ いま す。一 つが 、既

存の 活用 モデル 、既 に 町家を 活用 して 営業な さっ ている 皆様 方も

いら っし ゃいま すが 、 そうい った モデ ルを生 かし た城下 町エ リア

にお ける 周遊性 、あ る いは滞 在性 の向 上を図 って いくと いう 取組

でご ざい ます。 現在 、 地元の 関係 者の 皆様方 と意 見交換 を継 続し

てご ざい ます。 ハー ド 面、ソ フト 面含 めて、 現在 様々な 要望 をい

ただ いて るとこ ろで ご ざいま して 、こ の点に つい ては、 随時 必要

な対応を進めていきたいと考えております。

も う１ 点が、 空き 町 家を活 用し た新 しいに ぎわ い形成 であ りま

す。 既に 民間の 団体 の ほうで 、若 者の 居場所 です とか、 ある いは

ゲス トハ ウスと いっ た 視点で リノ ベー ション を検 討され てい る動

きが ござ います 。こ う いった 案件 につ きまし ては 、随時 御相 談に

応じているところであります。

ま た、 現在、 複数 の 事業者 の皆 様方 で、観 光と 宿泊を テー マに



いた しま して、 空き 町 家の活 用の 可能 性を探 る動 きがあ ると いう

こと も承 知をし てご ざ います 。こ うい った皆 様方 に対し ては 、こ

れま でど おり、 継続 的 にコミ ュニ ケー ション を取 ってま いり たい

と考えてございます。以上です。

○岡田議長 稲田議員。

○稲 田議 員 答 弁い た だきま した 。具 体的な もの が出て きて うれ

しく 思い ます。 若者 の 居場所 、ゲ スト ハウス の視 点での リノ ベー

ショ ンと か、あ るい は 観光、 宿泊 をテ ーマに 、空 き町家 の活 用と

いう こと で、少 しず つ であり ます が、 前に進 めて いただ けれ ばな

と思います。

次 に、 米子港 ・城 下 町周辺 地区 まち づくり 基本 設計策 定事 業と

いうものがございますが、そちらの動きをお尋ねいたします。

○岡田議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 この 事業 でご ざいま すが 、湊山 公園 、山

陰歴 史館 、いず れも 再 整備と 併せ まし て、城 下町 エリア の魅 力を

さら に高 めてい くた め の計画 策定 を行 うもの とい たしま して 、こ

れは ６月 の補正 予算 で お認め をい ただ いた事 業で ありま す。 その

うち 、現 在、寺 町な ど 城下町 エリ アに つきま して は、先 ほど 申し

上げ まし た回遊 性、 滞 在性を 高め るた めの環 境整 備を行 って まい

りたいと考えております。

現 在、 地元の 関係 者 の皆さ んが 、意 見交換 して ると先 ほど 申し

上げ まし たが、 例え ば 寺町に 案内 看板 を設置 して ほしい とか 、街

灯を 設置 してほ しい 、 そうい った 御要 望です とか 、ある いは この

エリ アの 目抜き 通り と も言え る市 道を 美装化 して ほしい です とか、

様々な具体的な御意見を頂戴しているところであります。



今 後で ござい ます が 、さら に関 係者 の皆様 方と の意見 交換 を重

ねて まい りたい と考 え ており ます 。そ こでい ただ いた御 意見 、御

要望 を反 映する 形で 、 年度中 に計 画を 策定し てま いりた いと 考え

ております。以上です。

○岡田議長 稲田議員。

○稲 田議 員 と いう こ とで、 今、 寺町 という のが また具 体的 に出

てま いり ました 。こ れ までの 質問 で、 古い町 並み をとい うこ とで

あっ たり 、今、 寺町 も 入って きま した し、か わま ちづく りの ほう

では 米子 港のほ うも あ ります し、 また 湊山公 園に も動き があ ると

いう こと で、か なり 面 的にも 広い エリ アに、 これ からい ろん な手

が入 って いって 活性 化 されて いく のが よくよ く分 かって まい りま

した 。ぜ ひとも 、ど こ かで一 度、 ウオ ーカブ ルの ように 、横 串を

通す とい うか、 何か 一 つのも の、 説明 の場が あっ たほう がい いの

かな と思 います 。そ れ ぞれの 事業 の関 連性と いう のもま た相 乗効

果を 生み たいと 思い ま すので 、ま たそ のよう な場 をどこ かで こし

らえていただけるとありがたいと思います。

次 の質 問に移 りま す 。さき の９ 月定 例会で 、こ の観光 まち づく

りの 動き を民間 と連 携 しなが ら行 うた めに、 任意 の組織 であ りま

すが 、コ ンソー シア ム という 名前 で提 唱させ てい ただき まし た。

必要 なサ ポート を行 い たいと いう 旨の 答弁も あっ たとこ ろで す。

その後の動きについてお尋ねいたします。

○岡田議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 町家の 保存 、活 用に限 らず 、観光 施策 を実

施し てい くため には 、 民間事 業者 との 連携が 必要 と考え てご ざい

ます 。現 在の動 きと し ては、 庁内 の関 係各所 で城 下町エ リア 、観



光事 業者 へのヒ アリ ン グを行 って いる ところ でご ざいま す。 また、

城下 町エ リアの 観光 事 業者や 駅周 辺の 飲食事 業者 とイン バウ ンド

を中 心と した意 見交 換 会の場 を設 け、 情報収 集や 連携強 化を 図っ

てる とこ ろでも ござ い ます。 イン バウ ンドを 含む 観光施 策を 推進

して いく 上で、 民間 事 業者と の連 携は 大切で あり 、引き 続き 民間

事業 者の 皆様方 に御 意 見を伺 い、 連携 を図り 、効 果的な 施策 を実

施していきたいというふうに考えてございます。以上です。

○岡田議長 稲田議員。

○稲 田議 員 ぜ ひそ の 姿勢で 取り 組ん でいた だき たいと 思い ます。

次 に移 ります 。愛 媛 県大洲 市に 都市 経済委 員会 で、官 民連 携に

よる 歴史 的資源 を活 用 した観 光ま ちづ くりに つい てとい う項 目で

視察 に出 向きま した 。 大洲市 の取 組は 非常に 注目 されて おり 、最

近で は、 令和７ 年度 土 地活用 モデ ル大 賞とし て、 国土交 通大 臣賞

を受 賞さ れたそ うで す 。ほか にも 多々 受賞さ れて おられ ます 。担

当各 課も 大洲市 の取 組 を御承 知の こと と思い ます んでこ こで は詳

細に は触 れませ んが 、 参考に なる べき ところ が多 数ある こと は共

有していると認識しております。

そ こで 質問で すが 、 先ほど 町家 のと ころで 、今 後の動 きに つい

て答 弁が ござい まし た が、こ のイ ンバ ウンド 誘客 も想定 した 観光

まち づく りにつ いて 、 コンソ ーシ アム 組織と 相ま って、 どう いっ

たロードマップを想定しているのかをお尋ねします。

○岡田議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 先ほど 御答 弁し ました とお り、イ ンバ ウン

ドを 含む 観光施 策に つ きまし ては 、観 光事業 者へ のヒア リン グを

行っ てい るとこ ろで ご ざいま す。 引き 続き民 間事 業者の 方々 と連



携をしながら、観光まちづくりを進めたいと考えてございます。

コ ンソ ーシア ム組 織 につき まし ては 、具体 的な ロード マッ プ等

を持 って いるわ けで は ござい ませ んが 、民間 事業 者の皆 様な どの

具体 的な 意向が ある 場 合には 、一 緒に 効果的 な在 り方を 考え てい

くことにしてございます。以上です。

○岡田議長 稲田議員。

○稲 田議 員 分 かり ま した。 要は 具体 的な意 向、 具体的 にこ れっ

てい うも のが出 てく れ ば、そ れに ロー ドマッ プが ひっつ いて きま

すよ と、 今はち ょっ と そこを 模索 して いるよ うな まだ段 階で ある

のだなと認識いたしました。

次 です が、観 光庁 の 歴史的 資源 を活 用した 観光 まちづ くり 推進

事業 （事 業化支 援及 び モデル 創出 調査 ）とい うも のがご ざい ます

が、 それ につい て、 恐 らく次 回も その 設定が ある であろ うと のこ

とか ら、 再度、 この 事 業への 応募 を検 討され てい るよう でご ざい

ます 。そ のコン ソー シ アム組 織に ちな んだ方 々が ですが 。も ちろ

ん米 子市 からの サポ ー トも必 要か つ重 要であ ると 考えま す。 今回

の応募について、市の考えるところをお尋ねします。

○岡田議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 町家に つき まし て、民 間団 体の皆 様に より

活用 等の 検討が 進め ら れ、観 光庁 事業 につい ても 活用の 意向 があ

るこ とは 承知し てご ざ います が、 地元 との合 意形 成など 、課 題が

ある こと につい ても 認 識して ござ いま す。本 市と いたし まし ては、

民間 団体 の皆様 が補 助 申請を 行う 際に は、必 要な 助言な ど、 適切

なサポートを行うことにしてございます。以上です。

○岡田議長 稲田議員。



○稲 田議 員 先 ほど と 一緒で 、総 論の ところ はも う煮詰 まっ たか

なと 、各 論でこ れだ と いうと ころ を決 めて、 ロー ドマッ プを 作り

まし ょう という 、さ っ きと同 じこ とに なった と思 います 。ブ ザー

が鳴りましたので急ぎます。

官 民連 携によ る成 長 分野へ の投 資と 好循環 の創 出につ いて です。

米子 市の 経済の 活性 化 やにぎ わい の醸 成に向 けて 質問を して いる

とこ ろで すが、 行政 視 察で様 々な 自治 体に私 も出 向かせ てい ただ

いて おり ます。 その 都 度、視 察先 の都 市の状 況を 見聞す るに つき、

特に 地方 都市と 米子 市 を比較 した 場合 、米子 市は かなり 健闘 して

いる もの だと感 じる と きが多 いで す。 以前は 財政 力の脆 弱さ が懸

念さ れた のです が、 特 に伊木 市政 が始 まった 頃か ら、そ うい った

マイ ナス 要因は 消え 、 また人 口減 少の ペース が緩 やかで ある ため、

さほ ど心 配は要 らな い なとい うの が毎 回感じ てき たとこ ろで すが。

ただ し、 今後、 人口 減 少のペ ース が加 速して しま うと、 その よう

な、 言わ ば安心 材料 が 一気に 吹き 飛ん でしま うで はない かと 懸念

するところであります。

そ うい った危 機意 識 を市民 の中 でも 非常に 強く 感じて おら れる

方々 がい らっし ゃい ま す。そ うい った 方々が 自ら 動かれ 、具 体的

には 官民 連携と して 行 政から の協 力を 強く願 って おられ 、そ れが、

タイ トル の一部 であ る 官民連 携に よる 成長分 野の 投資と させ てい

ただ いて おりま す。 そ して、 好循 環の 創出と は、 今、市 内に ある

需要 を満 たすこ とに よ って、 次な る需 要の供 給元 となり 、需 要が

需要 を呼 ぶ状況 を指 し ていま す。 都市 部では 、ま ちを開 発す る不

動産 開発 事業者 、い わ ゆるデ ィベ ロッ パーが 率先 して開 発を 行っ

てい きま すが、 地方 都 市では 、新 たな 需要に 対応 したい 場合 、そ



うい った ディベ ロッ パ ーを呼 び込 むか 、ある いは 行政自 らが その

役割 を果 たして いか な ければ なら ない と思う とこ ろです 。言 うな

れば 、そ れが投 資と な り、そ の投 資の 原資は 、一 般会計 から 捻出

する か、 あるい は国 な どから の補 助金 を活用 する ことだ と思 いま

す。

そ うい った考 えの 下 、以下 質問 いた します 。米 子市の 経済 にお

ける 成長 分野は どう い うもの かを 考え たいと 思い ます。 見解 をお

尋ねします。

○岡田議長 若林経済部長。

○若 林経 済部長 成 長 分野に つい ての 見解で ござ います 。交 通の

結節 点と いう地 の利 を 生かし た物 流の 分野や 、伝 統的に 盛ん な食

品加 工分 野、昨 今、 Ａ Ｉの発 展な ど成 長が見 込ま れる情 報系 分野、

また 先ほ ど答弁 いた し ました よう に、 地域新 電力 による エネ ルギ

ー分 野な ど、様 々な 分 野にお いて 可能 性があ るも のと考 えて おり

ます 。例 えば、 物流 、 情報な どの 分野 につき まし ては、 補助 金な

どの 支援 制度を 整え て おりま す。 食品 分野に つき まして は、 ふる

さと 納税 を通じ まし て 販路の 開拓 の支 援を行 って おりま す。 エネ

ルギ ー分 野では 、官 民 それぞ れが 役割 を分担 し、 脱炭素 先行 地域

づく りに 一体で 取り 組 んでお りま す。 成長分 野を 行政が 特定 せず、

民間 の取 組を行 政が 伴 走支援 して いく という 姿勢 で、必 要に 応じ

て支 援を 検討し てま い ります 。今 後も 官民連 携の 動きは 、本 市経

済にとりましても重要であると考えております。

○岡田議長 稲田議員。

○稲 田議 員 最 後で す が、重 ねて とな ります が、 官民連 携の 動き

を重視してほしいですが、そのことについての見解を求めます。



○岡田議長 若林経済部長。

○若 林経 済部長 官 民 連携に つき まし て、市 の見 解でご ざい ます。

御指 摘の とおり 、人 口 減少社 会に おい て、持 続可 能なま ちづ くり

を進 める ために は、 行 政の取 組だ けで はなく 、民 間のノ ウハ ウや

資金 、活 力を最 大限 に 取り組 む官 民連 携が不 可欠 である と認 識し

てお りま す。本 市で は 、これ まで 民間 事業者 のニ ーズを 聞き 取り、

市が 先行 して商 業環 境 整備を 行う こと で、新 規出 店やイ ベン トの

開催 など 、民間 投資 の 呼び水 とな るよ う取り 組ん できた とこ ろで

ございます。

具 体的 には、 イベ ン ト広場 とし て供 用して おり ます元 町パ ティ

オに おき まして 、商 店 街振興 組合 と協 議を重 ね、 ニーズ に応 じた

整備 を順 次実施 して き たとこ ろで ござ います 。そ の結果 、イ ベン

ト等 での 活用が 一層 進 んでい ると 考え ており ます 。その ほか にも、

法勝 寺通 りや笑 い通 り 、角盤 町通 りの ほか、 現在 工事を 行っ てい

るえ る・ もーる １番 街 や本通 り商 店街 におき まし ても、 地元 商店

街関 係者 と協議 を行 っ た上で 整備 を行 ってい ると ころで ござ いま

す。 今後 、朝日 町通 り 商店会 につ きま しても 十分 に協議 を重 ね、

事業 計画 につい て市 の 施策方 針と の整 合性を 図り たいと 考え てお

りま す。 その上 で、 国 の補助 金な どの 財源を 最大 限に活 用し つつ、

官民 によ る適切 な役 割 分担の 下で 、連 携、協 力し ていき たい と考

えております。

○岡田議長 稲田議員。

○稲 田議 員 す みま せ ん、最 後に もう 一つだ け。 先ほど 経済 部長

の答 弁の 最後に 、朝 日 町通り 商店 会の ことも 取り 上げて いた だき

まし た。 官民連 携を 求 める声 が市 中に あると いう ことは 、こ れ、



まち の力 だと思 って お ります 。今 後も そうい う方 々にぜ ひ伴 走支

援し てい ただき たい と 思いま す。 でき れば、 市長 から最 後、 官民

連携 に対 する思 い、 考 えをお 伝え いた だけれ ばと 思いま すが 、い

かがでしょうか。

○稲田議員 伊木市長。

○伊 木市 長 議 員が 御 指摘の とお り、 例えば 朝日 町商店 会の 皆様

から もい ろいろ と要 望 を承っ てお りま して、 これ から先 のま ちの

活性 化と いうこ とを 積 極的に 取り 組ん でいた だい ている 状況 がご

ざい ます 。そう した 動 きを私 たち 行政 といた しま しては しっ かり

と捉 まえ て必要 な伴 走 をしっ かり と行 ってい くと いうこ と、 これ

が非 常に 大切だ と思 い ます。 やは り産 業とか 、あ るいは 経済 とい

うテ ーマ になっ た場 合 には、 主役 は民 間の事 業者 の皆さ んで ある

わけ です から、 まず も って、 民間 の事 業者の 皆様 がいろ んな 形で

いろ んな 分野で 頑張 る という とこ ろを 出して いた だけれ ば、 我々

とし て何 が支援 がで き るのか 、よ く考 えて、 これ はしっ かり 伴走

させ てい ただき たい と 思って おり ます し、そ のこ とによ りま して

官民 連携 という 形を 必 ず成果 に結 びつ けられ るよ うな取 組に でき

ればというふうに考えております。以上です。

○岡田議長 稲田議員。

○稲 田議 員 あ りが と うござ いま した 。民間 の方 々の力 強い 動き

がま だ米 子には 多々 あ ります ので 、ぜ ひとも 市の 皆様も 協力 体制

をし っか り組ん でい た だいて 、米 子の 経済、 米子 の市政 を支 えて

いただきたいと思います。

質問は以上で終わります。ありがとうございました。


